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陳情書審査結果　

６月議会定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 情 ６ 号 平成２５年
4 月 1 2 日

陳情書
(農業用水路整備費に係る受益
者負担率の軽減のお願い)

香田自治会長
　山根　幸吉

総 務 産 業
常任委員会 趣旨採択

陳 情 ７ 号 ５月１３日

デフレ不況からの脱却と地域経
済の振興に向けて最低賃金の改
善と中小企業支援策の拡充を求
める陳情書

鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

総 務 産 業
常任委員会 採　 択

陳 情 ８ 号 ５月１６日 日本のTPP(環太平洋連携協定)
交渉への参加反対を求める陳情書

全日本農民組合
鳥取県連合会
　会長　田中　宏

総 務 産 業
常任委員会 採　 択

陳 情 ９ 号 ５月２８日
子ども・子育て支援新制度の導
入に関する意見書提出を求める
陳情書

鳥取の保育を考える会
　会長　石井　由加利

教 育 民 生
常任委員会 不 採 択

陳情１０号 ５月３０日 地方財政の充実・強化を求める
陳情

自治労鳥取県本部
　執行委員長　本川　博孝
若桜町職員労働組合
　執行委員長　寺西　満

総 務 産 業
常任委員会 採　 択

WAKASA

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。

詳しくは、議会事務局　☎８２－２２１２　にお問い合わせください。　　　　　　　　　　　IP☎９８２－２２１２

の
そ

他

決
処
分
の
承
認

専◆
平
成
24
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
６
号
）

　

特
別
交
付
税
の
増
額
に
伴
い
、
５
４
７
９
万

円
を
追
加
し
、
総
額
33
億
６
５
４
９
万
円
と

す
る
も
の
。

◆
平
成
24
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

町
債
の
減
額
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

で
、
85
万
円
を
増
額
し
、
総
額
９
０
５
２
万

円
と
す
る
も
の
。

◆
平
成
24
年
度
若
桜
町
赤
松
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

不
動
産
売
払
収
入
の
減
額
と
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
で
、
３
７
８
万
円
を
減
額
し
、
総

額
６
７
８
万
円
と
す
る
も
の
。

◆
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
開
設
に
伴
い
、教
諭
・

園
長
等
の
職
務
内
容
を
追
加
す
る
も
の
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

若
桜
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事�

（
厨
房
機
器
）

契
約
先�

株
式
会
社
森
下
久
平
商
店

契
約
金
額�

５
７
６
２
万
円

○
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（

第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

国
庫
補
助
金�

５
９
７
万
円

　

県
補
助
金�

４
９
０
万
円

　

繰
越
金�

８
５
８
０
万
円

�

主
な
歳
出

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金�

５
０
０
０
万
円

　

若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団
貸
付
金

�

２
０
０
０
万
円

　

経
営
体
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金

�

３
０
０
万
円

　

特
産
品
開
発
支
援
事
業�

１
６
５
万
円

　

若
桜
商
工
業
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業（
か
り

や
空
調
設
備
設
置
）�

86
万
円

　

氷
ノ
山
高
原
の
宿　

氷
太
く
ん
管
理
運
営

事
業
（
喫
煙
室
設
置
）�

１
０
０
万
円

　

国
際
交
流
事
業（
平
昌
郡
と
の
若
桜
学
園

児
童
交
流
人
員
追
加
分
他
）�

88
万
円

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

繰
越
金�

１
４
４
４
万
円

�

主
な
歳
出

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金�

１
４
０
０
万
円

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

繰
越
金�

１
７
８
２
万
円

�

主
な
歳
出

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

�

５
８
５
万
円

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

繰
越
金�

5
千
円

�

主
な
歳
出

　

予
備
費�

5
千
円

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

繰
越
金�

１
０
３
万
円

�

主
な
歳
出

　

予
備
費�

１
０
３
万
円

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

繰
入
金�

▲
２
０
６
万
円

�

主
な
歳
出

　

公
共
下
水
道
費�

▲
２
０
６
万
円エアコン設置された休憩処かりや

平成
25年度

９
４
８
９
万
円
を
追
加
補
正

法
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

算　
予

例　
条

平成25年度第３回
議会定例会は６月11日に

招集され、町から提出され
た15議案と議員提出５議案
を慎重に審議の結果、可決

し６月14日に閉会した。

35
億
１
３
８
９
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
工
事
着
手
！

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
索
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

主
な
歳
入

　

繰
越
金�

７
０
０
万
円

�

主
な
歳
出

　

索
道
管
理
費
積
立
金�

７
０
０
万
円

○
若
桜
町
獣
肉
解
体
処
理
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
若
桜
町
立
若
桜
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
○
若
桜
町
ト
イ
レ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
氷
ノ
山
高
原
の
宿
氷
太
く
ん
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
○
若
桜
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

一
般
会
計
総
額

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

本
格
始
動
！

◆
若
桜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
・
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

◆
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
・
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

の
そ

他
◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

若
桜
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

�

（
本
工
事
）

契
約
先�

こ
お
げ
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額�

１
億
７
４
０
４
万
円

六
月
議
会
定
例
会

（ ）

五
月
臨
時
会

５
月
21
日
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中尾　理明�議員

Q　

若
桜
材
利
用
の
住
宅

に
対
す
る
県
補
助
に
伴
う
町

の
上
乗
せ
は
、
昨
年
度
１
件

３
万
円
が
実
績
と
の
こ
と
で

す
が
、
22
年
度
は
３
件
40
万

円
、
23
年
度
は
利
用
が
な

か
っ
た
と
私
は
確
認
し
て
い

ま
す
。
若
桜
材
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
の
検
討
は
な
さ
れ

ま
し
た
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

若
桜
材
を
使
っ
て
、
ど

れ
だ
け
改
築
さ
れ
た
の
か
正

確
に
は
把
握
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
各
製
材
所
に
町
民
の

方
が
改
築
時
、
買
い
に
来
ら

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
材
使
用
住
宅
建
設

補
助
は
、
使
い
勝
手
が
悪
い

と
思
い
ま
す
。
多
用
途
可
能

な
制
度
に
変
え
る
必
要
は
な

い
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

住
宅
建
設
は
、
所
有
者

自
ら
の
責
任
で
行
う
も
の
で

す
。
補
助
に
つ
い
て
は
、
町

産
材
の
利
用
促
進
、
移
住
定

住
支
援
等
、
目
的
を
持
っ
た

制
度
を
作
っ
て
い
ま
す
。
包

括
的
な
助
成
制
度
の
創
設
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

こ
の
要
綱
を
み
る
と
、

補
助
金
の
交
付
申
請
は
県
の

補
助
決
定
通
知
を
受
け
た
日

か
ら
30
日
以
内
と
さ
れ
、
県

の
事
業
採
択
が
な
け
れ
ば
上

乗
せ
申
請
も
で
き
な
い
と
い

う
困
難
性
も
あ
り
ま
す
。
岩

美
町
で
は
下
水
道
工
事
な

ど
に
利
用
で
き
る
制
度
が

あ
り
、
本
町
で
も
望
ま
れ
ま

す
。
県
内
で
は
５
市
町
で
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
実
施
、
財

源
も
一
般
財
源
だ
け
で
な

く
、
北
栄
町
は
地
域
活
性
化

交
付
金
、
岩
美
町
は
過
疎
対

策
事
業
債
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
点
も
検
討
の

材
料
に
す
べ
き
で
す
。
５
月

に
開
催
し
た
議
会
報
告
会
で

も
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補

助
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
生
活
基
本
法

は
計
画
の
指
標
の
１
つ
に
リ

フ
ォ
ー
ム
の
実
施
率
を
掲
げ

て
お
り
、
国
は
リ
フ
ォ
ー
ム

施
策
を
特
別
重
視
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
再
度
伺

い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ

い
て
は
理
解
し
ま
し
た
が
、

町
の
方
針
と
し
て
ど
の
よ
う

に
補
助
金
を
出
す
か
が
一
番

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
公
共
事
業
に
つ
い
て
も

若
桜
の
皆
さ
ん
に
仕
事
を
し

て
い
た
だ
こ
う
と
小
さ
い
事

業
者
に
も
出
し
、
大
工
さ
ん

に
も
仕
事
が
回
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
方

針
通
り
地
域
の
方
々
の
仕
事

を
十
分
に
考
え
な
が
ら
、
事

業
に
当
た
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

山本　晴隆 議員

上川裕見子 議員

前住　孝行 議員

川上　　守 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　６月議会定例会の一般質問は、６月12日に行われ、
６人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明議員坂本　等�議員

Q　

①
本
町
の
人
口
は
年
平

均
１
１
５
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
将
来
推
計
人
口
で
は
、

２
０
４
０
年
に
は
１
７
５
０

人
、
一
番
危
惧
す
る
の
は
０

歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
年
少
人

口
で
77
人
と
な
る
推
計
で

す
。

　

こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

考
察
さ
れ
ま
す
か
。

②
特
効
薬
は
無
く
多
岐
多
様

の
施
策
が
必
要
で
す
。
人
口

減
少
の
歯
止
め
に
つ
い
て
理

念
を
伺
い
ま
す
。

③
雇
用
問
題
が
第
１
と
考
え

ま
す
が
、ア
ロ
イ
工
業
（
株
）

に
続
く
新
た
な
企
業
誘
致
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

④
人
口
問
題
を
専
門
的
に
考

え
る「
人
口
減
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」（
仮
）
を
設
置

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

①
本
町
に
魅
力
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
施
策
を
実
施

し
、
人
口
減
少
を
改
善
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

②
自
然
減
、
社
会
減
両
方
の

対
応
が
必
要
で
す
。
若
者
定

住
対
策
、
安
心
し
て
産
み
育

て
る
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
推
進
し
ま
す
。

③
現
在
新
た
な
企
業
誘
致
の

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
企

業
の
中
に
規
模
拡
大
の
声
も

あ
り
、
支
援
し
て
雇
用
拡
大

を
図
り
、
県
や
鳥
取
市
と
連

携
し
、
東
部
圏
域
全
体
と
し

て
雇
用
の
底
上
げ
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

若桜上空を飛んでいるであろう米軍機
（Yahoo�Japan�HPより）

住宅リフォーム制度

多
用
途
可
能
な
再
編
を

新
た
な
助
成
制
度
は
考
え
て
い
な
い

人口問題

減
少
の
歯
止
め
は

長
期
的
な
視
野
で

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
施
策
を

鬼ヶ城跡

管
理
、
景
観
対

策
は

眺
望
を
阻
害
す

る
樹
木
を
伐
採

若桜下三河線

施
工
に
向
け
て

県
へ
要
請
を

早
期
着
手
を

知
事
に
要
望
す
る

Q　

①
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
若
桜
鬼
ヶ
城
跡
は
、
本

町
の
宝
と
し
て
次
世
代
に
伝

え
る
の
は
も
と
よ
り
、
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
観
光

資
源
と
し
て
活
用
が
必
要
で

す
。
来
訪
者
は
年
間
何
人
ぐ

ら
い
で
す
か
。

②
一
木
一
草
が
文
化
財
と
い

う
諺
も
あ
り
ま
す
が
、
管
理

状
況
、
景
観
対
策
に
つ
い
て

現
状
を
伺
い
ま
す
。

③
和
田
山
の
天
空
の
城
、
日

本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
呼
ば

れ
る
竹
田
城
跡
と
競
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
眺
望
が
す
ば

ら
し
い
。
新
た
な
取
り
組
み

は
。

④
鬼
ヶ
城
跡
保
存
管
理
計
画

書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
整

備
活
用
計
画
の
策
定
状
況
を

伺
い
ま
す
。

高
木
政
寛
教
育
長

A　

①
山
頂
の
小
屋
に
設
置

し
て
い
る
記
帳
簿
と
史
跡
を

会
場
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
人
数
を
基
に
千
名
弱
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

②
東
屋
や
、
作
業
小
屋
等
が

老
朽
化
し
て
お
り
、
改
修
又

は
撤
去
し
、
植
生
に
つ
い
て

は
眺
望
等
を
阻
害
す
る
樹
木

の
伐
採
を
行
い
ま
す
。
山
頂

の
遺
構
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

と
し
て
進
入
防
止
電
気
柵
を

設
置
し
ま
す
。

③
鬼
ヶ
城
跡
の
特
徴
の
ひ
と

つ
は
眺
望
で
す
。
天
守
台
か

ら
は
播
磨
道
と
但
馬
道
が
一

望
、
三
の
丸
か
ら
見
る
若
桜

宿
な
ど
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

Q　

主
要
地
方
道
若
桜
下
三

河
線
岩
屋
堂
地
内
の
改
良
設

計
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
施

工
に
向
け
て
県
へ
要
請
す
る

行
動
予
定
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

全
体
事
業
費
８
億
５
千

万
円
、
山
手
を
オ
ー
プ
ン

カ
ッ
ト
す
る
バ
イ
パ
ス
工
事

の
設
計
は
で
き
て
い
ま
す
。

吉
川
、
岩
屋
堂
地
域
の
振
興

の
た
め
に
必
要
な
道
で
あ

り
、
早
期
の
事
業
着
手
を
知

事
に
要
望
し
ま
す
。

米軍機

低
空
飛
行
訓
練

中
止
を

働
き
か
け
た
い

Q　

5
月
21
日
、
夜
9
時
50

分
と
、
55
分
に
米
軍
機
（
推

定
）
が
若
桜
上
空
に
轟
音
を

残
し
て
往
復
し
ま
し
た
。
町

と
し
て
真
相
の
究
明
と
、
低

空
飛
行
中
止
に
向
け
た
取
り

組
み
の
強
化
を
求
め
ま
す
。

小
林
町
長

A　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

翌
日
、
県
と
美
保
防
衛
事
務

所
に
報
告
す
る
と
共
に
事
実

確
認
を
県
に
要
請
し
ま
し

た
。
し
か
し
、県
か
ら
は「
米

軍
の
訓
練
情
報
が
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
確
認
で
き

な
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
訓
練
中
止
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
外
務
省
、
ま
た
、

美
保
防
衛
事
務
所
か
ら
中
四

国
防
衛
局
へ
要
請
す
る
よ
う

県
の
取
り
組
み
を
強
く
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

中
止
に
向
け
、
国
へ
の

直
接
要
請
も
す
べ
き
で
す
。

ま
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓

練
中
止
の
意
見
書
を
提
出
し

た
日
南
町
と
八
頭
郡
３
町
、

鳥
取
市
な
ど
飛
行
訓
練
の
関

係
自
治
体
で
連
絡
会
を
組
織

す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

県
の
行
政
懇
談
会
等
で

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
発
言

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
県
と

足
並
み
を
揃
え
て
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

運
動
は
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
「
道
州
制
」
に
つ

い
て
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

④
管
理
職
の
会
で
内
部
検
討

を
進
め
な
が
ら
総
合
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
専
門
家

の
意
見
も
訊
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

竹
田
城
と
違
う
の
は
、

鬼
ヶ
城
は
破
城
で
破
却
し
た

城
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
石
垣
を
崩
し
た
ま
ま

保
存
す
る
も
の
で
す
。

④
町
主
導
で
整
備
活
用
計
画

を
策
定
す
る
に
は
、
町
の
管

理
団
体
の
指
定
が
必
須
条
件

で
す
。
地
権
者
の
同
意
を
い

た
だ
き
文
化
庁
に
申
請
を
す

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

鬼ヶ城跡から見る宿内
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Q　

ア
ロ
イ
工
業
（
株
）
の

誘
致
が
遅
れ
て
い
る
原
因

と
、
会
社
関
係
者
が
今
年
、

本
町
に
来
ら
れ
た
回
数
、
内

容
を
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

現
在
、
建
設
中
の
鳥
取

工
場
が
、
完
成
予
定
よ
り
、

２
ヶ
月
遅
れ
て
い
ま
す
。
９

月
下
旬
に
、
若
桜
工
場
と
同

時
操
業
で
き
る
予
定
で
す
。

７
月
に
は
、
町
と
賃
貸
借
契

約
を
締
結
し
、
操
業
準
備
に

入
れ
る
見
込
み
で
す
。
来
庁

回
数
は
３
回
で
、
内
容
は
、

進
出
に
あ
た
っ
て
の
支
援
、

校
舎
等
の
賃
貸
借
契
約
な
ど

の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　

地
域
住
民
の
意
見
も

参
考
に
、
契
約
等
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
会
社
関
係
者
、
担
当
課
、

合
同
で
住
民
説
明
会
を
行
え

な
い
か
、
伺
い
ま
す
。小

林
町
長

A　

ア
ロ
イ
工
業
の
役
員
の

方
か
ら
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
仲
良
く
し
た
い
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
創
業
前
に
は
直
接
、

地
域
住
民
に
説
明
さ
れ
る
用

意
も
あ
る
と
、
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

Q　

議
会
報
告
会
で
、
災
害

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実

Q　

宿
内
は
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
近
く
に
あ
り
大
変

助
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

在
部
で
は
、
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
１
ヶ
所
し
か

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
不
便

な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
で
ご
み
出
し
も
大
変

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
で
す

か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

可
燃
と
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
数
に
大
差
が
あ

る
集
落
は
４
集
落
で
す
。
設

置
で
き
な
い
理
由
は
、
積
雪

や
道
幅
問
題
な
ど
で
す
。
問

題
の
あ
る
集
落
は
、
協
議
し

な
が
ら
最
小
必
要
限
度
で
の

検
討
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

複
数
の
集
落
が
、
鉄
板

製
可
燃
ご
み
集
積
箱
を
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
更
新
時

期
が
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

獣
対
策
も
必
要
で
、
頑
丈
な

も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
町
で
一
括
し
て
作
成
し

て
斡
旋
す
る
、
あ
る
い
は
、

助
成
制
度
を
設
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

小
林
町
長

A　

集
落
の
責
任
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
が
一

括
し
て
作
成
す
る
こ
と
は
、

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
元
気
だ

で
村
づ
く
り
交
付
金
制
度
や

6
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Q　

小
さ
な
観
光
名
所
の
整

備
管
理
等
を
町
が
行
う
の
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。集
落
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
協

力
を
お
願
い
さ
れ
て
は
ど
う

か
、
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

高
齢
化
で
、
維
持
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る

現
状
で
す
が
、
村
づ
く
り
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
、
集

落
単
位
で
の
維
持
管
理
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
各
種

団
体
を
募
り
、
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
町

と
し
て
は
大
変
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

施
で
き
な
い
か
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
赤
松
地
区
で

行
わ
れ
た
よ
う
な
大
規
模
訓

練
で
は
な
く
、
防
災
専
門
員

に
計
画
し
て
い
た
だ
き
、
集

落
単
位
で
住
民
密
着
型
の
避

難
訓
練
を
重
ね
て
い
け
ば
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

５
月
に
、
宿
内
の
７
集

落
の
代
表
者
と
、
自
主
防
災

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

防
災
専
門
員
を
中
心
に
自
主

防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ
い

て
説
明
協
議
す
る
機
会
を
設

け
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

を
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
10
月
下
旬
頃
に
防
災
訓
練

ごみステーション

整
備
助
成
制
度
の
創
設
は

考
え
て
い
な
い

町民運動会

種
目
に
ゲ
ー
ム
感
覚

を
取
り
入
れ
て
は

委
員
会
に

話
し
て
み
る

アロイ工業

誘
致
の
時
期
は

９
月
に
操
業
予
定自主防災

地
域
防
災
訓
練

実
施
は

今
年
度
中
に

行
い
た
い

Q　

不
動
院
岩
屋
堂
近
く
に

あ
る
、
骨
壷
入
り
五
輪
塔
へ
行

く
道
は
、
と
て
も
狭
く
大
変

危
険
な
状
態
で
す
。
観
光
客

の
中
に
は
、
高
齢
者
も
多
く
、

若
桜
町
内
の
観
光
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
故

が
起
き
る
前
に
整
備
が
で
き

な
い
か
、
伺
い
ま
す
。小

林
町
長

A　

昨
年
度
も
多
く
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
五
輪
塔
は
、
町
指
定
文

化
財
で
、
見
学
に
組
み
入
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
こ
の
道
は
、

里
道
で
川
沿
い
の
道
は
幅
も

狭
く
、
非
常
に
歩
き
に
く
い

状
況
で
す
。

　

整
備
の
必
要
を
感
じ
て
い

ま
す
が
、
農
地
、
墓
地
が
あ

る
こ
と
か
ら
維
持
管
理
は
関

係
者
で
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
整
備
に
あ

た
っ
て
は
現
物
支
給
な
ど
の

制
度
が
あ
り
、
活
用
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
町
と
教
育

委
員
会
、
観
光
ガ
イ
ド
、
集

落
の
皆
さ
ん
と
ま
ず
、
話
し

合
い
か
ら
進
め
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

避難用の車椅子とリヤカー老朽化の進むごみステーション
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資
源
ご
み
回
収
報
奨
金
を
活

用
し
て
、
工
夫
し
な
が
ら
取

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q　

岡
山
県
赤
磐
市
に
は
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
あ
り
、
集

落
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
ヨ

ド
物
置
の
よ
う
な
も
の
で
、

ま
と
め
て
保
管
し
、
回
収
し

て
い
ま
す
。物
置
設
置
に
は
、

町
の
施
策
と
関
連
し
た
中
で

の
助
成
制
度
が
あ
る
こ
と
を

議
会
報
告
会
で
話
し
た
と
こ

ろ
、
複
数
の
集
落
か
ら
本
町

に
も
あ
っ
た
ら
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
池
田
地
区
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
は
、
段
差
や
床
が

抜
け
そ
う
に
な
っ
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
香
田
が
公
園
に

小
屋
を
建
て
新
聞
紙
を
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
、
赤
磐

市
と
似
た
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
普
及
の
た
め
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
関

係
の
助
成
金
制
度
を
設
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
林
町
長

A　

宿
内
、
三
倉
、
若
葉
団

地
は
55
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り

49
％
が
整
備
済
み
で
す
。
在

部
は
65
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ

り
、
95
・
4
％
整
備
済
み
で

す
。
各
集
落
が
工
夫
さ
れ
て

お
り
補
助
金
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

矢
部
康
樹
町
民
福
祉
課
長

A　

池
田
地
区
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
は
、
早
急
に
確
認
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
若
桜
地

区
は
、
来
年
度
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
建
設
の
計
画
が
あ
り

ま
す
。
小
型
家
電
収
集
も
東

部
広
域
と
協
議
中
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
全
て

集
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

安
全
に
配
慮
し
た
防
災

リ
レ
ー
や
名
所
巡
り
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
誰
も
が
参

加
で
き
、
啓
発
や
発
見
に
つ

な
が
る
ゲ
ー
ム
感
覚
を
取
り

入
れ
た
種
目
を
考
え
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
木
政
寛
教
育
長

A　

競
技
種
目
は
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
等
が
協
議
し

決
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q　

健
康
づ
く
り
を
考
え
る

良
い
機
会
で
す
。
唾
液
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
は
い
か
が
で
す
か
。

高
木
教
育
長

A　

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど

に
よ
る
啓
発
活
動
は
可
能
で

す
。
ど
ん
な
方
法
が
い
い
の

か
、
関
係
機
関
等
に
相
談
を

し
て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

を
実
施
す
る
よ
う
に
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
備
え
、地
域
ぐ
る
み
で
、

防
災
組
織
の
育
成
、
集
落
単

位
で
の
訓
練
を
重
ね
る
こ
と

は
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町内観光

名
所
の
整
備
は

相
談
か
ら進め

た
い



わかさ議会だより　No145　平成25年８月 わかさ議会だより　No145　平成25年８月

89

前住　孝行�議員

Q　

昨
年
度
よ
り
空
き
家
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

空
き
家
調
査
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

概
ね
全
集
落
の
調
査
を

終
了
し
て
い
ま
す
。
調
査
の

結
果
、
本
町
全
体
で
２
２
４

軒
の
空
き
家
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

所
有
者
に
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
い
た
だ
き
移
住
希

望
者
に
紹
介
で
き
る
体
制
を

取
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
17
軒
の
登
録
が
あ
り

ま
す
。
平
成
24
年
度
の
こ
の

空
き
家
バ
ン
ク
利
用
に
よ
る

移
住
件
数
は
１
件
で
、
登
録

物
件
以
外
に
も
移
住
相
談
員

に
よ
る
移
住
支
援
実
績
は
２

件
で
し
た
。
ま
た
、
現
在
継

続
中
の
相
談
件
数
が
５
件
あ

り
ま
す
。

Q　

昨
今
、
若
桜
米
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
所
見
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

小
林
町
長

A　

昨
年
、
若
桜
米
ひ
と
め

ぼ
れ
が
、
東
洋
ラ
イ
ス
の
お

か
げ
で
東
京
丸
の
内
の
タ
ニ

タ
食
堂
に
提
供
さ
れ
て
好
評

を
得
て
お
り
、
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

町
外
に
米
が
出
る
と
き

に
値
段
が
つ
り
上
が
る
よ
う

な
施
策
で
、
行
政
の
で
き
る

Ｑ
Ａ一般質問

Q　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
の
今

後
の
活
用
展
開
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

役
場
各
課
か
ら
の
行
政

情
報
、
各
種
団
体
か
ら
の
お

知
ら
せ
、
お
元
気
で
す
か

コ
ー
ル
、
会
議
の
出
欠
報

告
、
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
電
話

や
防
災
カ
メ
ラ
な
ど
様
々
な

活
用
の
仕
方
と
併
せ
て
、
新

た
に
動
画
の
配
信
に
つ
い
て

前住　孝行議員

若桜米の価値を高く！協力隊の活躍を期待する工場

導入予定の移動式チッパー

空き家対策

空
き
家
調
査
の
進
捗
は　

全
集
落
調
査
し
、

紹
介
で
き
る
体
制
に

Q　

著
し
く
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
、

周
辺
住
民
が
倒
壊
に
よ
る

危
険
性
を
訴
え
て
お
ら
れ
ま

す
。
持
ち
主
の
背
中
を
押
す

意
味
で
老
朽
化
し
た
家
屋
の

解
体
補
助
金
が
制
定
で
き
な

い
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

基
本
的
に
は
補
助
金
等

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

所
有
者
が
当
然
処
理
す
べ
き

問
題
で
す
。
説
得
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若桜米

米
価
の
上
が
る

施
策
は

ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
、
検
討
し

て
い
き
た
い

情報化社会

相
談
で
き
る体制

は

大
変
困
難

よ
い
方
策
が
な
い
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

小
林
町
長

A　

県
内
外
へ
の
販
売
拡
大

の
推
進
の
一
つ
と
し
て
、
若

桜
米
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
新

デ
ザ
イ
ン
の
米
袋
に
よ
る
販

売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
品
質
の
向
上
を
図
る

た
め
に
堆
肥
散
布
機
械
を
導

入
し
て
、
有
機
堆
肥
に
よ
る

耕
作
の
支
援
も
行
っ
て
い
く

と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
Ａ一般質問

川上　　守�議員

検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　

情
報
化
社
会
に
つ
い
て

い
け
ず
、
諦
め
て
い
る
か
た

が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
提
案

と
し
て
、「
情
報
技
術
専
門

員
」10
名
程
度
を
設
置
し
て
、

町
民
が
気
軽
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
に
つ
い
て
相

談
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

若
桜
町
で
10
名
程
度
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
大

変
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ど
の
業
務
に
お
い
て
も

十
分
な
人
員
確
保
が
で
き
て

い
な
い
状
況
な
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q　

自
治
会
長
か
ら
、
集
落

へ
の
周
知
の
仕
方
が
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
補
助
事
業
や
制
度

に
つ
い
て
、
知
ら
な
い
住
民

の
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

身
近
な
仕
事
や
補
助
を

説
明
を
し
て
い
ま
す
が
、
各

自
治
会
長
に
よ
っ
て
温
度
差

が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
お

り
、
検
討
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
報
に
毎

補助金活用

事
業
・
制
度
の
住
民
周
知
は

検
討
し
て
み
た
い月

１
件
か
２
件
こ
う
い
う
補

助
金
が
あ
る
と
い
う
事
を
掲

載
す
る
の
も
、
１
つ
の
方
法

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊

現
在
の
状
況
は

兵
庫
県
在
住
の
方
を

任
用
予
定

Q　
「
若
桜
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
活
用
部
門
）」
隊
員
を

募
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１

次
審
査
、
２
次
審
査
を
経
て

決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

短
い
応
募
期
間
に
も
拘

ら
ず
、
兵
庫
県
か
ら
３
名
、

愛
知
県
か
ら
１
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
者
全
員

を
１
次
審
査
合
格
と
し
、
２

次
審
査
で
、
林
業
従
事
に
対

す
る
意
気
込
み
、
若
桜
町
に

移
住
し
よ
う
と
い
う
思
い
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
兵

庫
県
西
宮
市
在
住
の
34
歳
の

男
性
を
任
用
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

Q　

仕
事
の
拠
点
を
ど
こ
に

置
き
、
誰
の
指
導
の
下
で
働

く
の
か
、
ま
た
、
任
用
期
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま

す
。

小
林
町
長

A　

８
月
か
ら
９
月
中
旬
ま

で
は
、
八
頭
中
央
森
林
組
合

の
若
桜
事
業
所
で
山
林
業
務

の
研
修
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
特
別
教
育
と
就
業
に
必

要
な
研
修
を
受
講
し
て
い
く

準
備
も
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
後
半
か
ら
11
月
下
旬

ま
で
の
期
間
は
町
有
林
内
に

お
い
て
林
地
残
材
の
搬
出
を

行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
時
に
か

か
っ
た
搬
出
コ
ス
ト
の
デ
ー

タ
を
鳥
取
県
林
業
試
験
場
に

と
り
ま
と
め
て
分
析
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
、幅
広
く
町
民
に
対
し
、

報
告
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

11
月
下
旬
か
ら
任
用
完
了

の
３
月
末
ま
で
は
、
若
桜
木

材
協
同
組
合
に
お
い
て
製
材

加
工
の
業
務
を
研
修
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

　

任
用
期
間
の
延
長
に
関
し

て
は
本
人
の
希
望
は
も
と
よ

Q　

地
元
素
材
生
産
共
同
体

と
の
連
携
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

小
林
町
長

A　

若
桜
素
材
生
産
共
同
体

に
お
い
て
、
団
地
化
が
行
わ

れ
、
集
約
的
施
業
を
実
施
さ

れ
る
中
で
、
そ
の
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

様々な情報通信機器

り
、
各
研
修
先
の
責
任
者
の

方
か
ら
隊
員
の
研
修
状
況
を

伺
い
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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６月定例会に向けて

町民福祉課

町土整備課

企画財政課

総務課

産業観光課

教育委員会

Ｑ シルバー人材センターの経営状況は。

昨年度は、事業のスタートが６月からであり、
24年度の受託収入は、100万円。今年度は、
200万円を目標に頑張っていただいている。現
在の会員数は21名。

Ａ

平成25年
６月６日

Ｑ お試し住宅の応募は、何人あったのか。

５人あったが一人辞退された。家庭菜園をし
たい方もあるようで、若桜での生活を、１～
３ヶ月間体験していただき、最終的には、移
住につなげたい。

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

文化財保護費でのパンフレット作成は、どれく
らいの部数を作るのか。

旧小学校体育館前のトイレが完成したが、体育
館使用時だけでなく、常時利用できるのか。

鬼ヶ城跡の電気柵設置は、効果が得られるのか。

���意見
給食センター改築工事での、予算と入札価格の請差に
ついては、慎重に扱うべきだ。

落 折 の 隠 れ 岩 は3,000部、 不 動 院 岩 屋 堂 は
4,000部作成する。

公衆トイレの位置付けなので、常時利用できる。

出入り口を何ヵ所か設けるなど、安全面に配
慮し、石がけの外側に高さ1.5ｍで設置したい
と思っている。

Ａ

Ａ

Ａ
認知症診断タッチパネルによる早期発見・ＡＢ
Ｉ検査 （足関節上腕血圧比検査）を、８月より
各集落へ出向き行う予定。

説明

若桜町は、内臓系の癌が他町に比べて多い。県
と相談し、鳥大医学部の教授に調査依頼ができ
ないかお願いしている。

説明

定期借地権については、３件の申し込みがあり、
予約済み。

説明

4月11日の現地調査の追跡

ABI 検査の様子

新設された公衆トイレ

委 員 会 活 動 報 告

産業観光課の事業報告・説明

Ｑ

Ｑ

木質バイオマス燃料で、熱源活用と発電を行っ
て、採算に合うのか。この事業は、山林資源を
有効活用する補助事業で、慎重に進める必要性
があると思うが。

獣肉解体処理場はすでに完成しているが、両町
の運営負担額が決定していない。緊急雇用され
ている処理施設専門員の負担割は、どうなのか。

県としては、発電計画が先行しているが、熱
源活用を考えている。採算については、一人
雇用して、間伐材を搬出し、経費等のデータ
を集めたい。今後も調査、研究を行う。

Ａ

Ｑ

Ｑ

アロイ工業㈱を支援するには、条例が必要では。

ユースホステルの取り扱いはどのようにするのか。

整備費、運営費負担は五分五分で話している。
今の専門員は若桜町内の緊急雇用事業なので
八頭町負担は無い。今後については八頭町と
改めて相談する。

アロイ工業㈱限定ではなく、新規の操業・規
模拡大に対する雇用等を含めて策定したい。

解体する予定だが、生産組合が茅の保管に使
用したいと聞いている。

Ａ

Ａ

Ａ

平成25年
4月23日

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

若桜木材協同組合の経営状況についてはどうか。

阪南大学と連携して、「観光資源発掘・地域産
業の活性化」としているが、具体的な考えは。

自主防災の講習会は、今後も行うのか。また、
救助用具などは具体的に何を考えているのか。

観光協会の体制についてはどうなのか。

経営状況は上向きで、今年度は、早い時期に
関係者で経営分析協議会があり、産業観光課
も参加する予定。

外部からの若者目線で、資源の売り出し方・受
入態勢などの改善点を探りたい。交流人口増加
の取り組みや、学生の研究材料にもなり、双方
の成果を期待している。

自治会でどの様に進めるか、検討、相談して欲
しい。防災専門員による指導や用具（担架、ヘ
ルメット、消耗品など）を考えている。

観光協会の問題は重要だと考えている。協会・
町・協会員の連携が上手にできてなかった。
今後、町も十分サポートを行う。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

6月定例会に向けて6月5日

非常用発電気室（道の駅）

木質バイオマス燃料ボイラー

木質バイオマス資源活用事業、林業専用道事業
の発注時期、獣肉解体処理場負担金、アロイ工
業㈱、氷ノ山ユースホステルの管理、町営第２
リフト改修工事、氷太くんの修繕箇所の説明。

説明

池田分館　
　指摘していた松の処理費が６月定例会に提案され対
応された。

鬼ヶ城跡
　史跡保存の対策として、鳥獣被害防止の電気柵の設
置が決定された。



12

あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

　

参
議
院
選
挙
も
終
わ
り
、
ね
じ
れ

て
い
た
国
会
も
自
公
政
権
に
委
ね
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と

地
方
の
意
見
を
訴
え
て
い
き
な
が

ら
、
若
桜
町
が
住
み
や
す
い
町
に
な

る
よ
う
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
４
回
目
の
議
会
報
告
会
で

は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
聴
か
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
も
な
く
、
各
集
落
の
意
見
を

若
桜
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
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と
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了
承
く

だ
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い
。

　

こ
の
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会
の
ご
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考
に

議
会
活
動
を
前
へ
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会

へ
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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　若桜町からの補助金を受け、始まった移動販売
車。早いもので半年を過ぎようとしています。
　最初は、予定の時間を大幅に遅れたり、雪が降
りしきる中、長い時間お客様を待たせてしまう事
があったりしましたが、ようやくスムーズに回る
事ができるようになりました。顔なじみのお客様
も増え、車の周りで料理講習が始まったり、様々
な情報交換の場になったりして、昔の井戸端会議
のような移動販売車です。
　そんな中、集落によっては、販売車が来ていて
も気づかずに買い物に出てこられないところがあ
り、その地区の議員さんに相談したら快く有線放
送を使えるように交渉してくださいました。本当
にありがたかったです。せっかく良いアイデアで
始まった販売車も、利用していただいてはじめて
価値がでるものです。
　これからも、ますます皆様のお役に立てるよう
に、毎日張り切って回りたいと思います。そして、
困った事があった時には、お力添えをよろしくお
願いいたします。

移動販売車に乗って
　鳥取市から若桜町に工場を移転し、早10年。
　家を買い、結婚し、そして、今年長男が誕生し
ました。
　今までは、仕事が忙しく町のことはあまり深く
考えていませんでした。しかし、親父となったこ
とで、この町で成長させてもらう子どものことを
考えるようになりました。
　町内の皆様方は、過疎化に頭を悩ませてるよう
ですが、他県から来た者からすれば、逆に人が少
なく騒音もなく、のんびりした感じがすごくイイ
感じです。
　コンビニはないが、雄大な景色、夜空には満天
の星たち・・・。
　都会の中高年の夢は、田舎暮らしをしたい人が
多いと聞きます。
　永住は無理でも、週末を利用して都会から訪れ
ることが可能な農家、農地の提供なんてものはど
うでしょうか。多少なりとも町の活性化につなが
ると思います。
　これから我が子のため、町のため、何ができる
か分かりませんが、若桜町と深く関係していきた
いと思います。

新しい息子の町

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

わかさ議会だより　No145　平成25年８月

岩村　志保さん
（上町）

川東　義典さん
（須澄）


